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• 2016年改正児童福祉法に初めて子どもの権利と家庭養育優
先原則が示され、社会的養育体制構築の大変革期を迎えた。

• 2020年度から各自治体は5・10年の計画を策定し実践展開。
• 2022年の法改正を経てさらなる発展が期待されている。
• 2020年4月に社会的養育研究所を開設し、7月より日本財団
助成を受けて新たなシステムの構築に向けて評価研究、実践
現場への情報提供やプログラム開発・導入等に取り組む。

• 2021/22年度厚生労働省調査研究事業として社会的養育推進
計画の策定・実践に向けた調査研究実施。国、自治体、民間、
関連領域様々な分野の専門家や研究者をつなげる役割も担う。

https://waseda-ricsc.jp/


研究・実践・施策を連動させた社会的養育の構築
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【プロジェクト概要】

１社会的養育に関するエビデンス・情報の整理・蓄積と提供
厚生労働省令和３年度・４年度調査研究事業として社会的養育推進計画
の実践に向けた調査研究
子ども家庭ソーシャルワーカーの養成のあり方に関する調査研究

２ 新しい社会的養育実践に必要なプログラム・システム等の開発・導入
①里親候補アセスメント方法開発
②Skills to Foster（登録前研修）日本版開発
③包括的乳幼児里親養育支援のためのプログラム開発、トレーニング・
コンサルテーション
④フォスタリング機関評価方法の検討・開発
⑤親子分離予防ソーシャルワークの実態把握（2022年度より）
⑥保護者支援プログラム活用促進に向けた取り組み（2022年度から）

３ 自治体モデルプロジェクト実施のサポート・評価
４ 関係者ネットワークの構築と人材育成
５ 子ども当事者の意見聴取、研究所事業への反映
６ 関係者・機関、社会全体に向けての発信・協働の呼びかけ 3



「子どものために」で終わらせない

「子どものために」

子どもの声を聴く
成果を客観的に評価する

「子どもとともに」
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